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微生物名 っ て どうや っ て 決まるの ？

森　 浩二 ＊ ・中川　恭好

　E．coli （イ
ー

コ リやイ
ー

コ ラ イ）と大腸菌 の こ とを学

名で呼ぶ が，こ れは詳述すれば Escherichia　coli で ある．

Escherichiaが大腸菌 を分離した オース トリ ア の 学者 T，

Escherichに由来し，　 coli が colon （大腸）な の で ，こ れ

は直訳すれば大腸の T．Escherichさん に なる．出芽酵母

の Saccharomyces　cerevisiae ，そ の学名の直訳は，ビール

の 中の糖 （を食べ る ）菌 となる．こ の ように微生物の学

名 （scientific　 name ）には，すべ てそ の 微生物に由来す

る意味がある，学名とは，大腸菌な ど日本独 自の 呼称で

ある和名と異な り，世界共通の 名前で ある．また，掲載

する雑誌に もよる が，学名の 周 りに さまざまな記号など

が付 い て い る場合があ り，こ れ らも意味を持 っ て い る．

それぞれ の 学名や それ らの 表記の され方は研究 などを

行っ て い くうえで 時として 重要な意味を持 っ て い る し，

学名の 意味が分かる と研究は楽しくなっ て くる．本コ ー

ナーで は学名に つ い て解説するとともに，変わ っ た学名

に つ い て も，い くつ か紹介する．な お，こ こ で は原核生

物 （細菌と ア
ー

キ ア）を中心に解説する．

表 1，分類階級 と学名

階級名 ，接尾語 大腸菌

学

界 （kingdom）
　門　　（phylunl）
　 綱 （class），−iα
　　　目 （order ），

−ales

　　　 科 （family），−aceae

　　　　 属 （genUS）

　　　　　 種 （species）

Bac ’ε rぬ

　 P君0∫θ0 わαα εガ0

　　σo 脚 ηaproteobacte 吻

　 　 Enteroわacteria’es

　 　 　 Enterbacteriaceae
　 　 　 　 Esche 厂’【rhia

　 　 　 　 　 co1 ’

名

　生物の種名 （Escheriehia　coli）は，属名 （Escherichia）

と種形容語 （coli）か らなる学名で （リ ン ネ の 二 名法），

ラ テ ン語で ある た め イ タ リ ッ ク表記する．細菌と アーキ

ア の 学名は，国際原核生物分類命名委員会 （lntemational

Committee　on 　Systematics　ofProkaryotes ，　ICSP）による

国際細菌命名規約 （lntemational　Code　of　Nomenclature

of　 Bacteria）に沿 っ て命名されて い る （真核生物で ある

カ ビ や酵 母 は，国際植物命名規約 に沿 っ て 学名 を付け

る）．現在の原核生物の 学名は，1980年に細菌学名承認

リス ト （Approved　Lists　of 　Bacterial　Names ）o に掲載さ

れた 2
，
335の 学名か ら始まっ て い る．こ れ より以前に提案

された学名で もリス トに掲載され なか っ た もの は無効と

なっ てい る．以降，新 しい 学名を作る場合，111t．　 J．　 Syst．

Evol．　Microbiol．（旧 Int．　J．　Syst．　Bacteriol、）に その性状

を記載して提案する，他誌で の学名の提案も可能で ある．

そ の場合は，提案 した学名 とそ の 性状記載 した論文を

Int．　J．　Syst．　EvoL 　Microbiol．に送れば，その学名は正式

な学名として 同誌上 の Validation　Listに掲載され る．最

近で は，16S　rRNA 遺伝子配列の相同性か ら，分離した

菌株の 新規性が客観的に判別 しやす くなっ た こ ともあ

り，年問 700〜800の 学名が提案 され て い る．2011年

の 3月現在，10
，
588 の 学名が原核生物の種名 として 承認

され て い る 2），属名の 上位に は科，目，綱，門，界が分

類学的階級 として存在 し，そ れぞれ の 高次分類には決

ま っ た接尾語が付けられる．ただ し，国際細菌命名規約

は綱 まで の分類群を規定 したもの なの で，それよ り上位

階級 に決ま り事はな い ．大腸菌の 例を表 1に示す．上位

階級や 亜種 な どを含め る と2011年3 月現在で 13
，
773 の

学名がある 2＞．

学名の基準となる微生物

　学名は論文で そ の新規性を明記し，その 性状な どを示

した記載文 （description）を書けば，誰 でも提案で きる．

こ の とき，その 学名に対する基準を定めなければならな

い ．新属を提案する の であれ ば基準種 （type　species ）を，

新種を提案するの で あれば基準株（type　strain）を定め る．

Pseudomonas　aerorginosa 　RH815T の ように，菌株名の

後に上付文字の 「T」が つ い て い る菌株は，そ の 種の 基

準株で ある こ とを示 し て い る．原核生 物に つ い て は

2002年以降に新た に新種を提案する際に，基準株 を少

＊
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な くともニ カ 国以上 の コ レ クシ ョ ン に寄託 し，第三 者が

入手可能な状態にする こ とが ICSP よ り求められ て い る．

学名の読み方

　学名の 読み方・発音につ い て は，各国ば らば らで ある．

日本的には，ヘ ボ ン式 ロ ーマ 字の ように読め ば無難に通

じる．以前，米国の 教授に 国際学会で の 口頭発表を見て

頂い た際に ， 学名はロ頭では分か らない の で必ず表記し

なさい と教えられた．

有効名 ， 無効の学名

　学名には正式に承認された学名 （valid 　name ）と正式

に承認され ない まま使 っ て い る学名 （invalid　namc ）が

ある．承認された学名とそうで ない 学名を区別する た め

に，後 者 に 当 た る学 名 に つ い て は
“
Dehalococcoides

ethenogenes
”

の ようにダ ブ ル コ ー
テ ィ シ ョ ン で 囲む．

こ れ は雑誌に よ っ て シ ン グ ル コ
ー

テ ィ シ ョ ン で 囲う場合

もある し（正式に はダブ ル コ ーテ ィ シ ョ ン を使用する），

厳密に区別 されてい な い 場合も多 く見受け られ る．ちな

み に
’‘
Dehalocoecoides　ethenogenes

”
は嫌気的脱塩素化

細菌として非常に有名であるが，正式には承認 されて い

ない 学名で ある，先に触れ たが，正式な学名にするため

に は，基準株 を コ レ ク シ ョ ン に寄託す る 必要が あ る の

で ，あえて正式な学名として提案しない ままで学名を使用

してい る例が多 くある．正式な学名か否かにつ い て は，J．R

Euz6by の 「List　of　Prokaryotic　Names 　with 　Standing　in

Nomenclature」2♪ を参考にすると分か る，

　学名は菌株に対 して付け られるが，分類体系の変遷に

よ り常に変更され て い く可能性があ る．こ れはその 後 の

分類学的研究の結果，種が統合され た り，別属に 移 っ た

りする こ とに因る，こ の 場合，変更前の 学名は シ ノ ニ ム

（異名，synonym ） として 残る．た とえば Lactococcus

lactis　subsp ．　lactisは Streptococcus　lactis，　Lactoeoccus

lactis　subsp ．　cremoris は Streptococcus　cremoris とい う

シ ノ ニ ム を持っ て い る 3）．

　学名を付けるには，そ の 学名の 基準 となる株をカ ル

チ ャ
ーコ レ ク シ ョ ン に預ける必要が あることを先に述べ

た．一方で ，解析手法の 向上 に よ り培養を介 さなくて も

新たな微生物 を認識 し，そ の 諸性状を類推する こ とが近

年可能に なっ て きた，何 らか の 手法で 十 分に情報が備

わ っ て い るが未培養な微生物に対しては，
“
Cαndidatus

Anammoxoglobus 　propionicus
”

の ように 候補 として の 学

名 を付 ける こ とがで きt 将来正式に学名を付ける際の優

先権が得られ る こ ととなっ て い る．詳細は参考文献 4｝を

参照 されたい ．

学名の 意味

　学名はその 菌株に 由来する名前で あれば，自由に付け

る こ とが で きる．ただし，ラテ ン 語 （またはラテ ン語化

したギ リシ ャ 語）で ある以上，文法的なと こ ろ を守らな

ければ ならない ，種名は属名 と種形容語の 二 名法から

成 っ て い る が ，属名は名詞 で あ り， 種形容語は形容詞 で

あ り，それぞれ の 意味は そ の 学名が記載された ときに記

され る．以下に Pseudomonas 　aeruginosa の例を挙げる．

　Psettdomonas（Gr．　n．　pseudes　false；Gr．　n ．　monas 　a 　mit，

monad ；N ．L 　fem．　n ．1）seudomonas 　false　monad ），ギ リ

シ ャ 語 の 名詞pseudes （偽の ）とギリシ ャ 語 の 名詞 monas

（単位）の 造語で 新 ラテ ン 語の 女性名詞 Pseudomonas

（偽の 個体）

　aeruginosa （L 　fem．　adj ．　aeruginosa 　fUll　of 　copper

rust 　or　verdigris ，　hence　green），ラ テ ン 語 の 女性的語尾

変化 した形容詞 aeruginosa （銅錆または真ちゅ う色 （つ

まり緑色）で満ちた）

　以上か らRaeruginosa の 意味は緑色の 偽個体 となる．

表 2．学名 と して よ く使わ れる ラ テ ン 語の 例

ラ テ ン語 意味

名詞 ・

　 bacillUS（maSC ．）
　 bacter（maSC ．）
　 bacteriu〃7 （neut．）
　 COCCUS （maSC ，＞

　 fiexus（masc ，）
　 myces （maSC ，＞

　 plasma （neut ．）

　 sphaera （fem．）
　 thriX （fem．）
　 vib 厂io（maSC ．）
形 容詞 b

　 −cola

　 −formis
　 −oides，−oideus

　 −philus（−a，−um ）

　 psychros
　 thermos

　 りorans ，　 vorax ，　vorum

　 −ensis （−ensis，−ense ＞

small 　rod （短い 棒）

rod，　staff （棒＞
rod ，　staff （棒）

COCCUS
，
　grain（球 ， 粒）

bending（曲が っ た もの ）

fungus（菌）

plasma，　mass （原 形質＞
sphere （球体）

hair（髪の 毛）
vibrating 　organism （振 動す る もの ）

inhabiting（〜の 住人〉
−formed （〜形の ）
−like（〜様 な）
−loving（〜女fき）

cold （冷た い ）

hot（熱 い ）

devouring（〜を貪 り食べ る）

from（〜産 の ）

a 性を括弧書きで 示 した．
b
男性名詞の 場合を示 し，括弧書きで 性 に 伴う語尾変化を示 し

た （女性，中性）．
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こ の ように，学名は，い くつ か の 単語をつ なげて新 しい

ラ テ ン語の名詞や 形容詞 （NL ，＝New 　Latin）を作る こ

とが で きる．また，ラテ ン語は名詞 に性がある こ と（男

性，女性，中性）と，属名である名詞の 性に合わせ て 種

形容語 の 形容詞が語尾変化する こ とに 注意 しなけれ ばな

らない ．学名 として よく使われ る ラテ ン語 の 名詞 と形容

詞を表2に示す，

　形態的な情報に富んで い るカ ビなどの真核生物に 比 べ

て．原核生物は形態情報が乏しく，それらの学名は性状

や分離源に由来する名前が多く見 られ る，特に分離源に

由来する種形容語が多く使われ て い る ように感じる．たと

えば，Haloarcula　コ
’
aponica や Nocardioρsis 　nikkonensis

などの種形容語は，分離された地名か ら名付けられ たも

の である．学名の なかには，ラテ ン 語の 意味を調べ て み

ると，面白い 学名や命名者の ユ ーモ ア が込め られた種名

が 結構 あ る．表 3に そ の
一例 を示 し た．ち な み に

Caldisericum　 exite は筆者が付けた種名で ある が ，こ の

種名は海外の 人か ら見れ ば普通の学名だが，日本人に な

じみ の あるグル ープ の 名前を種形容語 として い る．もっ

とも「exile 」は「slender 」を意味するラテ ン 語形容詞の

「exilis」を属名の 中性名詞に合わせ て 語尾変化 した もの

で，グ ル ー
プ名 とまっ た く関係な い ，また，前出 の E．

coii の ように，そ の微生物に 由来する 人や著名な微生物

学者の名前を学名に付ける こ とも多々 ある．日本人 の名前

が付けられ て い る例として は，Halostagnicola　hamekurae

（亀倉正博），Hamadaea属 （浜田　雅）t　 Kitasatospora属

（北里柴三郎〉，Methylobacterium　komagatae（駒形和男），

Microbαcterium 　hatanonis（波多野和徳），　 IVahamurella属

（中村和憲），Nonomuraea 属 （野 々 村英夫），ノ）icrophilus

oshimae （大島泰郎），PyrOCOCCUS　horikoshii（掘越弘毅），

Sphingomonas　yanoikuyae （矢野郁也），7加 r吻 05 μ那げ’−

bacter　takaii（高井　研），Thermus　oshimai （大島泰郎），

Tsukamureila属 （東村道雄），Umezawaea 属 （梅澤濱夫）

な どが あ る （敬称略）．先に 紹介 した 日本人名の付 い た

学名は，すべ て本人以外に よ っ て命名された学名で ある．

ちなみ に，学名提案者が 自分 自身の 名前を学名に付ける

こ とは無作法とされて い る 5）．

学名を付けてみる

　実際に学名を付けて み る とt 適切なラ テ ン 語を選ぶ の

に加えて ，造語の 作 り方，性に よ る語尾変化な ど があ り，

慣れ て い ない と難 しい の が実情で ある，こ の ため，よ く

学名を付けて い る人に見て もらっ た り，過去に付けられ

た学名を参考にするとよい ．学名を付ける際の 参考書と

して は 「菌学ラ テ ン 語 と命名法」6｝や 「微生物の 分類 と同

定」 7）などがあ り，これに ラテ ン語辞書が あれば完璧で

表 3，変 わ っ た意味 を持つ 学 名の 例

学名 意 味 （属名の 意味 ；種形容語の 意味 ；日本語直訳） ・

“A 尸脚 atimonas 厂OS8a
”b

Baciltus　ody ∬ ey

Caldisericum　exile

C α’θ11ノわσα θ厂加 躍 θo ’αゆhilum

Etusimicrobium　minutUm

MeiothermUS 　cerbereUS

Melissococcus　pluton

Pandoraea 　pulmonicolα

an・armor −clad 　unit；rose
−colored ；バ ラ色の 鎧 をま とっ た菌

a　small 　staff　pertaining　to　the　Mars　Odyssey　spacecraft
，
　from　which 　the　organism 　was

isolated；火星探杢機オ デ ッ セ イか ら分離 され た 小 さな桿菌

a　silk　existing　in　a　hot　environment ；slender ；熱 い 所にある細 い 絹

a　chained 　small 　rod ；loving　nectar （referring 　to　the　stimulation 　ofgroWth 　by　extractions 　of

other　bacteria）；ネ ク ター好 き な鎖状 の 小 さな棒

an　elusive　microbe ；very 　small ；超小 さ くて 網か ら逃 げて しまう菌

an　organism 且iving　in　a　less　hot　place；the　monstrous 　dog　Cerberus　that　guarded　the
mythological 　Greek 　Hades （so 　named 　because　of 　the　diMculty　of　groWth　in　liquid　medium ）；
地獄 の 門番ケ ル ベ ロ ス に 守 られて 液体培養が 困難なぬ る ま湯 に住む菌

the　coccus 　ofbee （referring　to　foulbrood　disease）；　belonging　to　Pluto；冥府王 プ ル
ー

トに仕

える蜂 の病原球菌

refening 　to　Pandora’s　box　in　Greek　mythelogy ，　which 　was 　the　origin 　ofdisease 　ofmankjnd ，
and 　thus 　to　the　surprisingly　diverse　members 　ofthis　genus；occurring 　in　1ungs；人の 肺に巣 く

うパ ン ドラ の 箱 に 入っ て い た もの （病原 菌）

嘱 名 と種形容語の 意味は原 著論文 な ど を参考 に した，日本語直訳 は筆者の 勝手な解釈 で ある．
b
執筆時に提案論文が in　pressで ある ため，無効の 学名 として 表記 してい る．
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あ る．また，Int．　J．　Syst．　Evol．　Microbiol．に学名提案論

文を投稿する と，専門の査読者が学名をチ ェ ッ ク して く

れる，しか し，
こ の チ ェ ッ クは最近行われ るようにな っ

た こ となの で，過去に使われた学名に は ラ テ ン 語的な間

違 い が多く残 っ て い る の も事実 で あ る （すで に 正式な学

名 として承認 され て い る の で基本的に変更は不可），末

尾に （sic）と付い て い る学名は，ラテ ン 語的に間違 っ て

い る こ とを意味する．

おわ りに

　 日頃 目に す る学名につ い て，さ まざまな こ とを概説 し

た．結果に基づ い た こ とを論説するサイエ ン ス とは
一

線

を画 して ，学名を付ける とい う作業は
一定の 自由が認め

られた なか で アーテ ィ ス テ ィ ッ クな要素を含むことが で

きる．こ の ため ，さ まざまな趣向を凝 らした学名も数多

く見 られる．一方で，せ っ か く学名を付ける機会があっ

て も，地名な ど面 白み の な い 学名が多く付け られて い る

現状 は個人的 に非常に残念で あ る．また，聞き慣れな い

ようなラ テ ン語を使 っ て，発音 しに くい 学名を付けて し

まうと，口頭でその名前を使 っ て もらえなくなり，発声

しやす くて 親しみやすい 学名を付けるこ とも重要で ある

ように感じて い る．ラテ ン語で の 命名に慣れ て くる と，

よ り凝 っ た学名を付けた りす る こ ともで き，命名が楽し

くなる．ラ テ ン語で 「morus 」は 桑の 木を意味する女性

名詞 で あるが，こ れ を種形容語 として学名に用 い る と

「mori 」（名詞の 属格へ の 語尾変化） となる，自分の 名

前を付けて もらえる ような功労者を本来目指すべ きだ ろ

うが，ラ テ ン語に慣れ て くる と こ ん な裏技 も可能である，

　これを機会に，皆 さん が対象にされて い る微生物の 学

名の意味を調べ てみる と，そ の微生物へ の愛着が高まる

の で は ない だ ろ うか，

　本テーマ を執筆する に あた り，さ まざま な こ と を ア ドバ イ

ス 頂きました花 田 智博士 （産業技術総合研究所〉 に 深 く感謝

い た します．
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